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○=休診日 ★=診療時間変更 

『空を見る人』              院長メモ 

 

S さんは、私が訪問診療する時はいつも縁側

に置かれた竹で編んだイスに腰掛けていた。 

小さなテーブルの上に広げられた『雲の図鑑』

を見やりながらＳさんが話し始める。 

「先生、あれがウロコ雲ですよ。そろそろ秋です

な。」私は、手入れをされた庭の上に広がる空

を見上げるが、前回訪問時のモクモクとした雲

は既になく、雲には全く無頓着な私にも夏の終わりが感じられた。 

Ｓさんは７８歳。食道癌の患者だが、すべての延命治療を拒否して在宅となった。確認し

たことはなかったが、教職に就いていたらしく、部屋の本棚には教育関係の本が並ぶ。 

奥様によると、気分が良い時にはいつも同じ場所に坐って、雲の図鑑と空を交互に眺め

て時間を過ごしていたようだ。 

私は、お宅に伺う度に雲についての講義を受け、多少の知識を得た。 

Ｓさんはそれからいくつかの季節を雲を眺めながら過ごしたが、次第に弱っていき、寝

たきりで過ごす時間が多くなっていった。 

「先生、今日の雲はどうですか？」ベッドの中でＳさんが私に問いかける。 

「ほうきの先ですっと掃いたようなのが、西の方から流れているように見えますけど。」と

私。 

「フーン、そんな季節になったんだね。」とＳさん。 

こうして私が雲の様子をＳさんに伝え、Ｓさんがそれに言葉を添える、という日々が続い

た。 

次の年の初めにＳさんは亡くなり、私はといえば雲に関しては少々うるさくなった。 
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検 索 ゆとりが丘クリニック 
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卒業おめでとう！！  

当クリニックで、働きながら看護学

院で学んでいたＦさん。この春無

事に高看の資格を取得しました。 

春からは市内の総合病院に就職

します。当クリニックからも卒業で

す。多少寂しくなりますが、後輩が

次に続きます。 
 

 


